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集魚用蟹光色灯の研究（第１報）

各色光の波長分布並に白熱灯との比較＊

黒木敏郎。中山 博
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緒 言

最近九州沿岸の八田網などで高輝度（蛍光）管集魚灯が頻繁に使用され，常用色光とし

てはグリーン。昼白色が用いられている。蛍光色としては，これ以外に赤。青・水色・黄

色。濃赤色および白色等がある。

これらの集魚灯については，量的な資料')が割合に少い°我々は科学研究所より借用し

た高感度照度計2)を使用して，上記色光集魚灯の各々と白熱灯について各波長に於ける照

度分布の測定を行ったのでここに報告する。
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盲輝度（誉光〕管灯：朝日電装

Ｋ,Ｋ､特製で，その色は赤。グリー

ン。コバルト。黄。濃赤色及び昼白

色等の六色を呈する。

点灯回路｡灯具については，Fig.１，

Fig.２に示す。直流8Ｖに依り交流

lOovをおこし，灯具内に牧めた昇
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800Ｖ）まで上げて点灯する。

白熱灯：普通の市販品直流

用電球を使用した。その種類は

次の如くである。５Ｗ（６Ｖ)，

,00Ｗ（24Ｖ），１００Ｗ（12Ｖ,但

し管球はウス青ガラス〕，500Ｗ

(１００Ｖ)。

照度計：水中照度計の一般

配線図をFig.３に示した｡普通

の照度計でも実験の使用目的に

依っては充分使用可能である

が，10-2lux程度の低照度附･近
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Fig.２．Under-wa[erfIuorescentlamps

forfsh-attractmg

を測定するのにはこれでは

困難である。

集魚灯に集った魚群の集

魚最大半径や同下限に於け

る照度などを測定するのが

我々の目的なので，今回は

受感部に倍増光電管を使用

して製作された科研製高感

度低照度計を使用した訳で

ある。但し，この倍増光電

管の最高感度は約4000Ａで

あって，相当視感度曲線よ

り短波長側へずれているの

で，赤色光側では誤差が大
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Fig.３．CircuitsofOperatingapparatus

きくなるものと思われる。又これには５枚のフィ

ルターＲ〔赤〕｡Ｙ(黄)｡Ｇ(緑〕｡Ｂ(青)｡Ｖ(紫)が装

置してある。

倍増光電管の特性曲線とこれに組合せた各フィ

ルターの特性曲線とをFig.４に示す。．

実験

昭和32年７月26日19時50分より，同年７月27日

４時25分までの間。当日曇時々雨。巾約２米,高さ

約３米,長さ約50米の廊下に光源と照度計を置き，

外部光線を出来るだけ入れない様注意しつつ実験

を行った。

この場合光源は一定位置に置き，照度計の測光

部をｌ米。３米。５米。１０米。２０米。４０米に移動
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させて，各距離ごとに法線照度その他について測定した。管球に依ってはｌ米，４０米を省

いたのもある。

実験結果：この照度計

は読みが/ｘＡとして出る様

になっているので，フィル

ター，エネルギー，照度の

諸関係から実験値の読みを

更正した｡距離3ｍでの測定

結果をFig.５に示す。
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以下本文に於いて省略符

号でＶ，Ｂ,Ｇ,Ｙ,Ｒ－成分と

称するのはそれぞれ分光ス

ペクトル上での紫,青,緑，
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黄,赤の各成分の事である。４０００５０００６１００′O00Wave-Iength（Ａ）

白熱灯：500Ｗは他のFig.5．IntensitydistributionsofcolouredBuorescent
lampsinvariouswave-1engths

管球と比較すると，全体的

に全成分を一番多く含んでいる。ただＧ成分がグリーン蛍光管の含んでいる量より１０％位

減少している事が分る。

一般に白熱灯は我々 には非常に明るく感ずるが，これは点光源であるためと思われる。

実際は各色成分量はそれほど多くない。

１００Ｗは管球ガラスの無色透明なものと，青色透明のものとを試用したが，後者は前者

より５％位多くのＶ成分を含み，他のＢｏＧｏＹｏＲ成分については無色透明な管球の方が青
いものより多く含んでいる。

少くともＢ成分に関しては後者が前者よりも多いものと考えられるに拘らず，測定結果
はそうでない。この曲線から分る様に，管球ガラスに色をつけると云う事は或る特定の色

成分を強く出すが，他の成分のエネルギーを減少させてしまう。

200Ｗと100Ｗ（青）とは同等の紫成分を有し，又200Ｗは青の蟹光管に含まれるＢ成

分と同等の成分を含んでいる。更に200Ｗは黄色蛍光管と同等のＹ成分を含む。

白熱灯はワット数が大になればなるほど，各波長のＢｏＧｏＹ成分の強さが目立って大と
なるが，ワット数の減少するにつれて短波長,側はぐんぐん減少し，長波長側はそれ程減少
しない。このために照度の低い５Ｗ等は肉眼でも分る位に赤味を帯びて来る。

筆光管：暗赤色と明赤色は大体相似な曲線をしており，前者が後者より約１％多く
のＶ,Ｂ,Ｇ成分を含んでいる。この様に数％の色成分の違いに依って，暗く感じたり＞呪

るく感じたりするのである。

暗赤色のＶ成分は黄色に含まれているＶ成分と同等である。

赤色の蛍光管は各成分のエネルギー総和の点では白熱灯の約１０～20Ｗに相当する。

グリーンは前述の如く500Ｗの含んでいるＧ成分より，約１０％多く含んでおり，我々 の

試験に供した管球では一番強いＧ成分を含み，約400Ｗに相当するエネルギーを持ってい
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る。又Ｂ成分は白色並びにコバルトに含まれているＢ成分と同等であり，Ｙ成分は150Ｗ

程度の白熱灯に含まれるそれに相当するものと算定される。

白色とコバルトは等しいＶ成分を含み，この両者は500Ｗの65％に近い値を有する味

白色はコバルトより約20％ＧｏＹ成分を多く含んでおりＲ成分は両者とも等しいと云っ

ても良い位である。

従って，白色に見えるか，コバルトに見えるかはＧｏＹ成分の強弱に依って定まるもの

と云われよう。

青色はＢ成分を一番多く含んでいるはずであるが，これに含まれているのは200Ｗに含

まれているＢ成分と同じで，Ｖ成分がＢ成分より5～6％多く含まれている。点灯した時，

少し紫がかつて見えそうであるがやはり青に見え，Ｖ成分は全然Ｂ成分にcoverされてし

まうことを知る６

これを点灯した状況でcoluor-filmに写すと，管球は青なのに管球自身は白く写り，

backgroundが青く照らし出される。尚Ｇ成分はぐっと減少して赤の含んでいるＧ成分よ

り4～5％多い程度であり，Ｙ成分は赤と同じ強さを含んでいる。

黄色は白熱灯200Ｗに含まれているＧｏＹ成分に近い値を有し，ＢｏＶ成分は急に減少し

て暗赤色（約１０～20Ｗ相当〕の有するＶ成分に等しい値を有する。

白熱灯と蛍光灯との比較：各・色光感については以上述べた様であるが，白熱灯は長波

長側を多く含み，蛍光管は短波長側を多く含んでいる。前者は点光源であるために眼に与

える刺戟が強い割に照度は弱い。叉，後者は光源が面光源であるために，softで非常に明

るく感ぜられ，グリーン，コバルト管などは蛍光管入力が１００Ｗ程度であるのに拘らず，

白熱灯の300～400Ｗに相当する様に思われる。叉中には赤の雀光管の如く，長波長側を
多く含み１０～20Ｗに相当するのもある。

結 び

以上の様に，高輝度（蟹光）管灯は白熱灯に比べて効率が良く，同じ１００Ｗでも高照度
が得られる。

蛍光灯の色光は封入ガスと蛍光物質との組合せに依り,3）自由に合成出来るので，魚種

に適合する色光と照度が分れば今迄より有効に集魚出来る色光水中灯を作り得るものと信
ずる。

この適合色光と光源からの各距離における照度および魚との関係については次の機会に
報告する予定である4)。
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